
　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入
す
る
公
的

年
金
制
度
で
す
。令
和
元
年
度
の
保
険
料
は
、

月
額
１
万
６
４
１
０
円
で
す
が
、
失
業
な
ど

の
経
済
的
な
理
由
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る｢

保
険
料
免
除
制

度｣

が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付
義
務
が
免
除
さ

れ
ま
す
。（
左
の
表
１
を
参
照
）

　

な
お
、
免
除
の
該
当
区
分
に
つ
い
て
は
、

本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

と
そ
の
対
象

①
学
生
納
付
特
例
制
度
＝
学
生
の
方

②�

全
額
免
除
・
一
部
納
付（
免
除
）制
度
＝
①

に
該
当
し
な
い
方

③�

納
付
猶
予
制
度
＝
50
歳
未
満
で
、
本
人
と

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
…

●�

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い

か
、
受
給
で
き
て
も
金
額
が
少
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
免
除
の

承
認
を
受
け
て
も
、
残
り
の
保
険
料
を
納

付
し
な
い
と
、
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。

●�

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
際
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
を
利
用
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
原
則
２
年
間
し
か
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

＊�

免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用
し
た
場
合
は
、

最
大
10
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、３
年
目
か
ら
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

＊�

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し

　

�

て
い
な
い
期
間（
申
請
時
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
の
期
間
）に
つ
い
て
は
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
免
除
な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、下
の
表
２
を
参
照
く
だ
さ
い
。

【
免
除
な
ど
の
申
請
期
間
】＝

●�

令
和
元
年
度
分
＝
７
月
１
日
～
令
和
２
年

６
月
末
日

●��

学
生
納
付
特
例
＝
４
月
１
日
～
令
和
２
年

３
月
末
日

【
免
除
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
も
の
】＝

●�

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）、年
金
手
帳
、

身
分
証（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●�

学
生
の
方
は
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書（
原
本
）

●�

平
成
30
年
１
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
方

は
、
離
職
票
の
写
し
ま
た
は
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
の
写
し

【
受
付
窓
口
・
問
合
先
】＝

▼
本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ

（
内
線
２
８
２
１
）ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
課

▼
川
内
年
金
事
務
所（
平
佐
町
）
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屋
外
広
告
物
は
、
街
を
彩
り
、
私
た
ち
に

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
無
秩
序
な
設
置
は
、
街
の
景
観
を

損
な
い
、
時
に
は
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
鹿
児
島

県
屋
外
広
告
物
条
例
で
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
の
概
要

①�

屋
外
広
告
物
を「
出
せ
る
場
所
」と「
出
せ

な
い
場
所
」が
あ
り
ま
す
。

②�

場
所
に
よ
っ
て
許
可
面
積
が
異
な
り
ま

す
。

③�

場
所
に
関
わ
ら
ず
、
設
置
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
物
件（
禁
止
物
件
）が
あ
り
ま
す
。

④�
一
定
規
模
を
超
え
る
広
告
物
は
管
理
者
を

置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤�

著
し
い
色
あ
せ
や
塗
料
の
剥
が
れ
が
あ
る

も
の
、
老
朽
化
し
て
倒
壊
・
落
下
の
恐
れ

が
あ
る
も
の
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

設
置
に
は
市
の
許
可
が
必
要
で
す

　

新
た
に
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
や

既
に
設
置
し
て
あ
る
物
を
更
新
・
変
更
す
る

場
合
は
、
事
前
に
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
自
分
の
店
・
会
社
の
看
板
を
そ

の
店
・
会
社
の
建
物
や
敷
地
内
に
出
す
際
は

屋
外
広
告
物
の
大
き
さ
な
ど
に
よ
り
手
続
き

が
不
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
際
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
適
切
に

　

歩
道
や
交
差
点
付
近
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
に
設
置
し
て
い
る
の
ぼ
り
旗
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
が
、
風
で
歩
道
や
車
道
に
は
み
出
し

て
見
通
し
を
妨
げ
る
た
め
、

と
て
も
危
険
で
す
。
事
故

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

適
切
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

県
条
例
お
よ
び
施
行
規
則
が
左
表
の

よ
う
に
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　（
平
成
30
年
12
月
25
日
施
行
）

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
設
置
し
、
安
全
で
美
し

い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
都
市
計
画
課
景
観
グ
ル
ー

プ（
内
線
３
４
２
３
）

令和元年度保険料 （月額）
全額免除の場合 0円

４分の３免除の場合 4,100円

半額免除の場合 8,210円

４分の１免除の場合 12,310円

＊下の表2も参照ください。

（表１）

老齢基礎年金の
資格期間には　

老齢基礎年金額
の計算には　　

万一の障害年金・
遺族年金の保障は

後から保険料を納めた
いときには（追納期間）

全 額 免 除

認められます

１／２として計算

あります

10年以内なら追納でき
ます

４ 分 の ３ 免 除 ５／８として計算
10年以内なら、一部免
除部分を追納できます半 額 免 除 ３／４として計算

４ 分 の １ 免 除 ７／８として計算
納 付 猶 予

計算されません

10年以内なら追納でき
ます学 生 特 例

未　　　　 納 認められません ありません 2年を過ぎると納付でき
ません

（表２）

屋
外
広
告
物
に
は
設
置
の「
ル
ー
ル
」が
あ
り
ま
す

○○ホーム
○
○
ホ
ー
ム

項目 改正前 改正後

管理義務
を負う者

表示者、設置者、
管理者 表示者、設置者、管理者、所有者、占用者

点検の義務 規定なし
はり紙、はり札、立て看板、広告網（のぼり旗など）
を除く全ての広告物

（許可申請の適用除外も含む）

点検の主体
（許可を得た広告
物のうち面積 10
㎡超または高さ
4m 超の場合）

管理者 点検者（管理者資格＋屋外広告物点検技能講習修了者）

点検の時期 規定なし 更新許可申請前 3 カ月以内

郵便ポスト 道路標識

ガードレール

のぼり旗 立て看板 野立広告物 壁面広告物

屋上広告物

街路樹 電柱

危険な
設置の例

設置禁止物件
の例

●●●●株式会社

▲▲ビル

■■病院

は
り
札

立
て
看
板

はり紙

はり紙・横断幕

は
り
紙

屋外広告物の例国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・納
付
猶
予
制
度
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